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議員８人が一般質問

山﨑幸男議員

産業振興

財
源
確
保
が
課
題
、検
討
が
必
要

産
業
振
興
基
金
の
創
設
を

財源確保

積
極
的
に
活
用
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る

「
ふ
る
さ
と
納
税
」制
度
の
導
入
は

質
問
　
漁
業
振
興
と
産
業
振
興

基
金
の
創
設
に
つ
い
て
問
う
。

①
町
内
の
漁
協
が
個
々
に
策
定

し
た
地
域
営
漁
計
画
は
、
今

後
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
る

の
か
。
ま
た
、
町
は
漁
協
の

取
り
組
み
を
支
援
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

②
農
林
水
産
業
は
、
本
町
経
済

の
基
盤
産
業
と
し
て
最
も
重

要
な
産
業
で
あ
り
、
産
業
振

興
基
金
を
創
設
、
活
用
し
な

拓
な
ど
に
取
り
組
む
漁
業
者

に
対
し
、
関
係
機
関
と
連
携

を
密
に
し
て
支
援
し
て
い
く
。

②
基
金
の
創
設
に
つ
い
て
は
、

特
定
の
目
的
の
た
め
に
準
備

さ
れ
た
元
手
と
な
る
資
金
で
、

こ
の
資
金
の
運
営
に
よ
る
収

益
に
よ
っ
て
事
業
費
を
賄
う

こ
と
が
基
本
で
あ
る
。
質
問

の
産
業
振
興
基
金
創
設
に
は
、

新
た
に
積
み
立
て
る
た
め
の

財
源
確
保
が
課
題
で
も
あ
り
、

今
後
、
検
討
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

質
問
　
　
年
５
月
か
ら
始
ま
っ

０８

た
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
、
故

郷
の
自
治
体
に
寄
付
し
た
場
合

に
居
住
地
の
住
民
税
と
所
得
税

が
控
除
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
。
本
町
で
も
寄
付
の
使

途
を
明
確
に
し
、
大
都
市
圏
に

住
む
地
元
出
身
者
か
ら
理
解
を

い
た
だ
き
寄
付
を
集
め
て
行
政

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、「
ふ
る

さ
と
納
税
」
制
度
を
積
極
的
に

導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解

を
問
う
。

沼
崎
町
長
　
本
町
に
お
い
て
も

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
を
積
極

的
に
導
入
し
、
使
途
を
（
１
）

産
業
振
興
、（
２
）
環
境
、（
３
）

地
域
福
祉
、（
４
）子
育
て
支
援
、

（
５
）
文
化
・
教
育
、（
６
）
地

域
づ
く
り
、（
７
）
寄
付
者
希
望

事
項
、（
８
）
町
政
一
般
と
し
、

寄
付
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る

と
と
も
に
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
や
広
報
や
ま
だ
の

活
用
、
家
族
か
ら
町
外
在
住
者

へ
の
発
信
、
ふ
る
さ
と
山
田
同

郷
の
会
へ
の
働
き
か
け
な
ど
効

果
的
な
方
法
を
検
討
し
、
関
係

課
が
連
携
を
取
り
な
が
ら
Ｐ
Ｒ

活
動
に
努
め
た
い
。

が
ら
産
業
振
興
に
努
め
、
所

得
の
向
上
を
図
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

沼
崎
町
長
　

①
平
成
　
年
度
に
各
漁
協
が
策

１９

定
し
た
地
域
営
漁
計
画
に
基

づ
き
、
山
田
湾
の
密
殖
緩
和

に
よ
る
高
品
質
の
カ
キ
づ
く

り
、
春
ガ
キ
の
出
荷
、
ワ
カ

メ
の
出
荷
方
法
の
改
善
、
施

設
の
優
先
配
分
に
よ
る
後
継

者
育
成
、
産
直
ル
ー
ト
の
開

山田湾内の養殖いかだの様子


